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四

交
番
等
の
設
置
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
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平
成
２
９
年
１
０
月
３
１
日

大
分
県
公
安
委
員
会
委
員
長

小
山

康
直

大
分
県
公
安
委
員
会
規
則
第
９
号

交
番
等
の
設
置
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

交
番
等
の
設
置
に
関
す
る
規
則
（
平
成
６
年
大
分
県
公
安
委
員
会
規
則
第
２
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

別
表
第
１
の
大
分
南
警
察
署
の
部
の
大
南
幹
部
交
番
の
項
中
「
高
江
北
２
丁
目
」
の
次
に
「
、
判
田
台
東

１
丁
目
、
判
田
台
東
２
丁
目
、
判
田
台
北
１
丁
目
、
判
田
台
北
２
丁
目
、
判
田
台
北
３
丁
目
、
判
田
台
北
４

丁
目
、
判
田
台
南
１
丁
目
、
判
田
台
南
２
丁
目
、
判
田
台
南
３
丁
目
、
判
田
台
南
４
丁
目
」
を
加
え
、
同
部

の
敷
戸
交
番
の
項
中
「
敷
戸
台
２
丁
目
」
の
次
に
「
、
寒
田
わ
か
ば
台
」
を
加
え
る
。

附
則

こ
の
規
則
中
別
表
第
１
の
大
分
南
警
察
署
の
部
の
敷
戸
交
番
の
項
の
改
正
規
定
は
平
成
２９
年
１１
月
３
日
か

ら
、
同
部
の
大
南
幹
部
交
番
の
項
の
改
正
規
定
は
平
成
３０
年
１
月
６
日
か
ら
施
行
す
る
。

大
分
県
病
院
局
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
九
年
十
月
三
十
一
日

大
分
県
病
院
局
長

田

代

英

哉

大
分
県
病
院
局
管
理
規
程
第
三
号

大
分
県
病
院
局
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

大
分
県
病
院
局
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
程
（
平
成
十
八
年
大
分
県
病
院
局
管
理
規
程
第
十
三
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
十
二
条
第
一
項
中
「
初
任
給
調
整
手
当
」
を
「
病
院
局
長
が
定
め
る
手
当
の
月
額
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
程
は
、
平
成
二
十
九
年
十
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

大
分
県
病
院
局
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
支
給
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
九
年
十
月
三
十
一
日

大
分
県
病
院
局
長

田

代

英

哉

大
分
県
病
院
局
管
理
規
程
第
四
号

大
分
県
病
院
局
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
支
給
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

大
分
県
病
院
局
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
支
給
規
程
（
平
成
十
八
年
大
分
県
病
院
局
管
理
規
程
第
十
四
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
条
中
「
又
は
容
体
が
著
し
く
悪
化
し
た
患
者
の
診
療
業
務
」
を
「
、
容
体
が
著
し
く
悪
化
し
た
患
者

の
診
療
業
務
そ
の
他
病
院
局
長
が
定
め
る
業
務
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
程
は
、
公
示
の
日
か
ら
施
行
し
、
改
正
後
の
第
七
条
の
規
定
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
以
後

に
従
事
し
た
業
務
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

平
成
二
十
九
年

第

二

九

二

九

号

十
月
三
十
一
日

( 火 曜 日 )

目

次

毎
週

火
曜
日
・
金
曜
日
（
祝
祭
日
に
当
た
る
と
き
は
翌
日
発
行
）

発
行
人

大

分

県

編
集

㈱
明
文
堂
印
刷

（
定
価

一
箇
年

三
万
八
千
八
百
八
十
円
）

大
分
県
報
（
公
安
委
員
会
規
則
・
病
院
局
管
理
規
程
）

平
成
二
十
九
年
十
月
三
十
一
日

一
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大
分
県
告
示
第
六
百
十
六
号

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
特

定
非
営
利
活
動
法
人
の
設
立
の
認
証
申
請
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
九
年
十
月
三
十
一
日

大
分
県
知
事

広

瀬

勝

貞

一

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日

平
成
二
十
九
年
十
月
十
三
日

二

申
請
に
係
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称

特
定
非
営
利
活
動
法
人

ア
ン
リ
ッ
シ
ュ

三

代
表
者
の
氏
名

下

山

元

文

四

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

宇
佐
市
大
字
下
高
千
五
百
五
十
六
番
地
の
一

五

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

こ
の
法
人
は
、
部
落
問
題
を
始
め
様
々
な
人
権
問
題
の
調
査
・
研
究
及
び
人
材
の
育
成
並
び
に
人
権
啓

発
・
教
育
に
関
わ
る
事
業
を
推
進
し
、
人
権
文
化
の
創
造
に
寄
与
し
人
権
擁
護
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
。

大
分
県
告
示
第
六
百
十
七
号

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
二
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お

り
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
定
款
変
更
の
認
証
申
請
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
九
年
十
月
三
十
一
日

大
分
県
知
事

広

瀬

勝

貞

一

変
更
申
請
の
あ
っ
た
年
月
日

平
成
二
十
九
年
十
月
十
六
日

二

変
更
申
請
に
係
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称

特
定
非
営
利
活
動
法
人

別
府
温
泉
地
球
博
物
館

三

代
表
者
の
氏
名

由

佐

悠

紀

四

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

別
府
市
大
字
内
竈
千
三
百
九
十
三
番
地

五

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

こ
の
法
人
は
、
別
府
温
泉
の
自
然
科
学
的
な
魅
力
を
は
じ
め
と
す
る
新
し
い
価
値
を
創
造
し
、
よ
り
豊

か
で
調
和
の
と
れ
た
地
域
社
会
の
実
現
に
貢
献
す
る
た
め
に
、
別
府
温
泉
か
ら
世
界
へ
向
け
て
学
術
的
な

価
値
や
観
光
客
へ
の
利
便
性
の
高
い
最
新
の
情
報
を
発
信
す
る
。

具
体
的
に
は
、
別
府
温
泉
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
情
報
を
ウ
ェ
ブ
上
で
検
索
で
き
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
シ
ス

テ
ム
で
あ
る
「
バ
ー
チ
ャ
ル
博
物
館
」
、
訪
れ
た
観
光
客
を
温
泉
自
然
科
学
の
フ
ィ
ー
ル
ド
に
案
内
す
る

仕
組
の
「
フ
ィ
ー
ル
ド
博
物
館
」
、
そ
れ
ら
を
支
え
る
プ
ロ
ガ
イ
ド
の
養
成
機
関
を
つ
く
る
た
め
の
「
人

材
育
成
」
の
活
動
を
行
う
。

六

定
款
変
更
の
内
容

会
員
に
関
す
る
事
項
の
変
更

役
員
に
関
す
る
事
項
の
変
更

会
議
に
関
す
る
事
項
の
変
更

資
産
及
び
会
計
に
関
す
る
事
項
の
変
更

定
款
の
変
更
に
関
す
る
事
項
の
変
更

公
告
の
方
法
の
変
更

大
分
県
告
示
第
六
百
十
八
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
農
林
水

産
大
臣
か
ら
保
安
林
の
指
定
を
解
除
す
る
予
定
で
あ
る
旨
通
知
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
九
年
十
月
三
十
一
日

大
分
県
知
事

広

瀬

勝

貞

一

解
除
予
定
保
安
林
の
所
在
場
所

佐
伯
市
大
字
青
山
字
シ
ヤ
ク
迫
一
五
一
二
番
二
・
一
五
一
三
番
二
（
以
上
二
筆
国
有
林
に
つ
い
て
次
の

図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）
・
一
五
一
五
番
二
（
以
上
一
筆
国
有
林
）

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

か

ん

水
源
の
涵
養

三

解
除
の
理
由

指
定
理
由
の
消
滅

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
大
分
県
農
林
水
産
部
森
林
保
全
課
及
び
大
分
県
南
部
振
興
局

並
び
に
佐
伯
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

大
分
県
報
（
告
示
）

平
成
二
十
九
年
十
月
三
十
一
日

二
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役

名

氏

名

住

所

理

事

園

田

龍

馬

玖
珠
郡
玖
珠
町
大
字
四
日
市
六
七
六
番
地

〃

中

島

厚

志

〃

大
字
日
出
生
二
五
〇
八
番
地
の
一

〃

宿

利

隆

德

〃

大
字
古
後
一
二
二
三
番
地

〃

小

野

隆

晴

〃

大
字
大
隈
八
七
番
地

〃

梅

木

輝

昭

〃

大
字
山
田
一
一
九
〇
番
地

〃

秋

好

憲

生

〃

大
字
戸
畑
七
二
三
六
番
地
の
一

〃

!

足

建

一

〃

大
字
綾
垣
一
三
三
一
番
地

〃

江

藤

德

幸

〃

大
字
山
田
二
〇
六
七
番
地

〃

長

尾

光

雄

〃

大
字
古
後
三
四
一
八
番
地

〃

衞

藤

泰

規

〃

大
字
日
出
生
九
四
六
番
地
の
六
五

〃

髙

浪

輝

秀

〃

大
字
山
浦
二
一
番
地

〃

吉

武

学

〃

大
字
山
田
二
五
三
五
番
地

〃

長

尾

嘉

泰

〃

大
字
太
田
六
五
〇
番
地
の
一

〃

梅

木

東

海

〃

大
字
大
隈
一
五
〇
二
番
地

〃

藤

川

裕

美

〃

大
字
四
日
市
二
九
九
五
番
地

〃

千

道

幸

則

〃

大
字
小
田
一
三
七
の
一
番
地

〃

梶

原

啓

一

〃

大
字
塚
脇
五
八
八
番
地

〃

中

島

寛

明

〃

大
字
戸
畑
九
〇
二
の
一
番
地

監

事

梅

木

正

"

〃

大
字
山
田
一
二
六
番
地

〃

石

井

龍

文

〃

大
字
戸
畑
二
六
五
一
番
地

〃

繁

田

義

行

〃

大
字
大
隈
一
三
一
五
番
地
の
一

役

名

氏

名

住

所

理

事

園

田

龍

馬

玖
珠
郡
玖
珠
町
大
字
四
日
市
六
七
六
番
地

〃

長

野

道

"

〃

大
字
山
田
二
〇
〇
九
番
地

〃

衞

藤

卓

志

〃

大
字
日
出
生
一
九
三
〇
番
地

平
成
二
十
九
年
三
月
一
日
付
け
大
分
県
報
号
外
第
九
号
に
登
載
の
平
成
二
十
九
年
度
全
期
技
能
検
定
の
実

施
の
公
告
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
九
年
十
一
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

平
成
二
十
九
年
十
月
三
十
一
日

大
分
県
知
事

広

瀬

勝

貞

制
定
文
中
「
、
基
礎
一
級
及
び
基
礎
二
級
」
を
「
及
び
基
礎
級
」
に
改
め
る
。

一

随
時
実
施
す
る
等
級
別
検
定
職
種
の
注
中
「
基
礎
一
級
又
は
基
礎
二
級
」
を
「
基
礎
級
又
は
職
業
能

力
開
発
促
進
法
施
行
規
則
及
び
職
業
能
力
開
発
促
進
法
第
四
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
試
験
機
関
の

指
定
に
関
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
二
十
九
年
厚
生
労
働
省
令
第
五
十
七
号
）
第
一
条
の

規
定
に
よ
る
改
正
前
の
職
業
能
力
開
発
促
進
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
四
年
労
働
省
令
第
二
十
四
号
）
第
六

十
一
条
に
掲
げ
る
基
礎
一
級
若
し
く
は
基
礎
二
級
」
に
改
め
る
。

三

技
能
検
定
試
験
の
手
数
料
、
実
施
期
日
、
実
施
場
所
等
の
１
㈠
中
「
、
基
礎
一
級
及
び
基
礎
二
級
」

を
「
及
び
基
礎
級
」
に
改
め
る
。

六

合
格
者
の
発
表
等
の
２
中
「
、
基
礎
一
級
及
び
基
礎
二
級
」
を
「
及
び
基
礎
級
」
に
改
め
る
。

七

そ
の
他
中
「
基
礎
一
級
又
は
基
礎
二
級
」
を
「
基
礎
級
又
は
職
業
能
力
開
発
促
進
法
施
行
規
則
及
び

職
業
能
力
開
発
促
進
法
第
四
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
試
験
機
関
の
指
定
に
関
す
る
省
令
の
一
部
を

改
正
す
る
省
令
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
職
業
能
力
開
発
促
進
法
施
行
規
則
第
六
十
一
条
に
掲
げ
る

基
礎
一
級
若
し
く
は
基
礎
二
級
」
に
改
め
る
。

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
六
項
の
規
定
に
よ
り
、
玖
珠
町
土

地
改
良
区
（
玖
珠
郡
玖
珠
町
）
か
ら
、
退
任
役
員
及
び
就
任
役
員
の
氏
名
及
び
住
所
に
つ
い
て
次
の
と
お
り

届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
九
年
十
月
三
十
一
日

大
分
県
知
事

広

瀬

勝

貞

（
退
任
役
員
）

（
就
任
役
員
）

平
成
二
十
九
年
十
月
三
十
一
日

大
分
県
報
（
公
告
）

三



〃

森

久
一
郎

〃

大
字
大
隈
六
一
一
番
地

〃

武

石

俊

一

〃

大
字
小
田
八
九
三
番
地
の
一

〃

秋

好

憲

生

〃

大
字
戸
畑
七
二
三
六
番
地
の
一

〃

本

田

輝

夫

〃

大
字
古
後
一
一
九
三
番
地

〃

梶

原

憲

夫

〃

大
字
古
後
三
五
七
五
番
地

〃

宿

利

浩

満

〃

大
字
太
田
一
五
六
三
番
地

〃

梅

木

義

正

〃

大
字
山
田
一
七
二
六
番
地
の
二

〃

渡

邉

浩

志

〃

大
字
小
田
一
〇
九
七
番
地
の
一

〃

秋

好

憲
太
郎

〃

大
字
戸
畑
八
二
番
地
の
五

〃

藤

原

雄

二

〃

大
字
山
田
三
七
三
番
地

〃

大

倉

義

典

〃

大
字
塚
脇
一
五
〇
番
地

〃

河

島

綱

記

〃

大
字
山
下
一
三
七
六
番
地
の
一

〃

長

田

裕
一
郎

〃

大
字
日
出
生
一
〇
三
八
番
地
の
六

〃

繁

田

博

之

〃

大
字
大
隈
一
四
一
九
番
地

〃

石

井

龍

文

〃

大
字
戸
畑
二
六
五
一
番
地

監

事

江

隈

郷

一

〃

大
字
小
田
二
二
四
一
番
地
の
一

〃

小
田
原

利

美

〃

大
字
塚
脇
七
八
五
番
地
の
二

〃

宿

利

忠

明

〃

大
字
古
後
二
九
七
二
番
地

!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
都
市
計
画
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、
同
法
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い

て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
衆
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
九
年
十
月
三
十
一
日

大
分
県
知
事

広

瀬

勝

貞

一

都
市
計
画
の
種
類
及
び
名
称

竹
田
都
市
計
画
道
路

三
・
四
・
三
号
竹
田
駅
前
平
線
（
竹
田
市
決
定
）

二

縦
覧
場
所

大
分
市
大
手
町
三
丁
目
一
番
一
号

大
分
県
土
木
建
築
部
都
市
・
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

平
成
二
十
九
年
十
月
三
十
一
日

大
分
県
報
（
公
告
）

四


